
【取組内容】 自立した学習者の育成を目指した授業改善（個別最適な学びと協働的な学び）

石垣市立石垣第二中学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

目指す生徒像の実現に向けて、これまでの一斉授業から「個
別最適な学び・協働的な学び」への授業改善を、以下の３つの
視点で全教科統一して行っている。

１．授業の流れを細かく示す（Classroom）
●教師主体の時間が減り、生徒の活動時間が増
える
●細かく示すことで、迷わずに課題に取り組む
ことができる。
●欠席した場合も、後日課題に取り組むことが
可能

２．学び方の指導（個別最適な学び）
●個別最適な学びを最大限に発揮できるよう
に、学び方を指導（①時間配分②教科書の活用の仕方
③資料の読み取り方④振り返りの書き方）

３．クラウドを活用した他者参照（協働的な学び）
●困ったときはすぐに多くの他者を参照できる
●安心して課題に取り組むことができる

様々な教材を
用意すること
で、自分に
あった教材を
選ぶことがで
きる。

細かく流れを示
すことで個別に
学習を進めるこ
とができる。

課題に応じて
協働する他者
を選ぶ。

二中の目指す生徒像（自立した学習者）
①課題解決に必要な知識・技能を習得する生徒 ②課題を見つけ、解決策を考え、表現できる生徒
③課題を持ち、粘り強く主体的に解決できる生徒


	スライド 1

